
第13回 九州・中高校生
吃音者のつどい
主催：福岡言友会

2021.3.20（土・祝）

助成
平成30年度「地域ボランティア活動支援のための助成事業」
西部ガス株式会社ボランティア助成プログラム

後援
福岡市、福岡県教育委員会、福岡市教育委員会、福岡県社会福祉協議会、
福岡市社会福祉協議会、（一社）福岡県言語聴覚士会、福岡県難聴・言語障害教育研
究会、佐賀県教育委員会、長崎県教育委員会、熊本県教育委員会、大分県教育委員会、
宮崎県教育委員会、鹿児島県教育委員会 (順不同)

参加費 500円（高校生以下無料）

感染者数など今後の動向により、全面オンライン開催に変更する可能性が
ございます。
開催形式の変更や定員の締め切りは、ホームページまたは福岡言友会Twitter
を随時ご確認ください。

参加形式を選んでお申し込みいただけます
※当日参加は受付できませんので必ず事前にお申し込みください

現地開催
13:00～16:00

【場所】
福岡市NPO・ボランティア交流センター
あすみん
〒810-0021 
福岡県福岡市中央区今泉1-19-22
天神クラス4F

【参加募集・定員】
先着36名
対象：2021年3⽉時点で

⼩学6年生～高校3年生とその保護者
(学生１名につき保護者１名まで)

オンライン
10:30～14:00

【場所】

Zoomを利用

【参加募集・定員】
先着45名
対象：2021年3⽉時点で

⼩学6年生～高校3年生とその保護者
吃音に関⼼のある⽅

参加特典
吃音がある人のための職業BOOK vol.2 



プログラム
※現地には、アルコール消毒液や非接触型体温計、換気など感染症対策を実施してお待ちしております

オンライン
グループワークに参加する端末で

参加してください

• 10:15～ zoomへ入室

• 10:30～ グループワーク

• 12:00～ 休憩時間

• 13:00～ 講演会

• 14:00   閉会のあいさつ

現地開催
あすみんへお越しください

（当日、体調に不安のある方はご連絡いただければオンライン

参加コードをお送りいたします）

• 12:30～ 受付開始

• 13:00～ 講演会

• 14:00～ 休憩時間

• 14:30～ グループワーク

• 16:00   閉会のあいさつ

講演会
テーマ「吃音のある作曲家古関裕而氏の一生に学ぶこと」
講師 原由紀先生
北里大学 医療衛生学部リハビリテーション学科 言語聴覚
療法学専攻 准教授、日本吃音・流暢性障害学会理事、
連続テレビ⼩説「エール」吃音考証

グループワーク
中高校生、保護者とそれぞれ少人数のグループに
分かれて交流します

前回参加者の感想
• 悩みを持っている人がいて自分はひとりではないと安⼼した。

嬉しかった。（中高校生）
• 同年代の⽅と悩みを共有出来て嬉しかったです。（中高校生）
• グループワークでは、 ⼩学生・中学生・高校生のお子さんの保

護者の⽅のお話を聞くことができ、保護者としての悩み、本音
を聴くことが出来ました。（保護者）

問い合わせ
TEL 080-7059-3309（立川）
メール ktkt20090322@gmail.com
HP https://kyu-tyuko-t.jimdofree.com/

申し込み
右のQRコードより
申し込みください
（ホームページのリンクからも可能）

期限：3⽉13日(土)まで

【参加費について】現地参加・オンライン参加共通
参加費はお申し込み後のゆうちょ口座振り込みとなります。詳細はお申し込み後に返信される
受付メールをご確認ください（振り込み期限：3⽉18日木曜日）。
お振込み後に、Zoomのパスコード等をメールにてご案内させていただきます。

写真は2019年3⽉開催分

ホームページQRコード 申し込みフォームQRコード

こせき ゆうじ

連続テレビ⼩説「エール」に出てくる数々台詞や場面、
家族、友人関係などから、吃音について考えたお話を
していただきます


